
し
み
に
し
て
い
る
の
が
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
す

る
新
棟
だ
。
こ
こ
で
は
、
手
術
室
や
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
室
が
新
設
さ
れ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
（
手
術
室
と
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
室

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
空
間
）
も
開
設
さ
れ

る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
は
、
高
性
能
な

Ｘ
線
撮
影
装
置
に
よ
り
、
難
易
度
の
高
い
ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ゆ
く
ゆ
く
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
活
用
し
て
、
心
臓
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弁
膜
症
に
対
す
る
低
侵
襲
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
を
行
う
計
画
も
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
さ

ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て
い
る
。「
心
臓
移
植

以
外
は
す
べ
て
引
き
受
け
、
最
善
の
医
療
を

提
供
で
き
る
。
そ
ん
な
循
環
器
セ
ン
タ
ー
に

成
長
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」。
志
水
は
力
強

い
口
調
で
抱
負
を
語
っ
た
。

●
循
環
器
診
療
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
多
様
な

循
環
器
疾
患
に
対
応
し
て
い
る
一
宮
市
立
市
民
病

院
の
循
環
器
セ
ン
タ
ー
。
同
セ
ン
タ
ー
の
医
師
た

ち
が
め
ざ
す
の
は
、
決
し
て
無
謀
な
リ
ス
ク
に
挑

む
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
医
療
を
安
全
確
実
に
提
供
す
る
こ
と
を
志

向
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
治
療
実
績
は
県
内
有

数
で
あ
り
、
手
術
の
成
績
は
高
い
。

●
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
医
師
た
ち
は

現
状
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
医
療
の

世
界
は
日
進
月
歩
で
進
ん
で
い
る
。
常
に
最
先

端
の
知
識
・
技
術
を
吸
収
し
、
日
夜
、
診
療
レ

ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、〈
今
の
時

代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
医
療
〉を
維
持
で
き
て
い
る

の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
は
、
地
域
の
循

環
器
医
療
を
背
負
っ
て
立
つ
と
い
う
医
師
や
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
高
い
志
が
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー

が
地
域
の
人
た
ち
か
ら
圧
倒
的
な
信
頼
感
を
得
て

い
る
理
由
は
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

病
院
を

知
ろ
う

plus+

循環器診療の伝統を
継ぎ、次代へ挑む。
循環器センター特集

一宮市立市民病院
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地
域
で
発
症
す
る
循
環
器
疾
患
に

安
全
確
実
に
対
応
す
る
責
務
。

BACK
STAGE

    　

同
院
の
循
環
器
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
は
、
旧
・

愛
知
県
立
循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
か
ら

始
ま
る
。「
長
年
に
わ
た
り
、
諸
先
輩
方
が

積
み
上
げ
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、〈
循

環
器
内
科
医
が
24
時
間
３
６
５
日
常
駐
す
る

救
急
体
制
〉も
そ
の
一
つ
で
す
。
循
環
器
疾

患
の
多
く
は
時
間
と
の
闘
い
で
す
か
ら
、
院

外
か
ら
駆
け
つ
け
た
の
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

常
に
専
門
医
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
救
え
る
命
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
医
師
の
負
担
は
増
え

ま
す
が
、〈
こ
の
地
域
の
循
環
器
医
療
は
我
々

が
支
え
る
ん
だ
〉と
い
う
気
概
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
、
志
水
は
語
る
。
そ
の

気
概
と
誇
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
志
水
た
ち

は
常
に
半
歩
先
を
見
つ
め
、
診
療
レ
ベ
ル
の
向

上
に
も
余
念
が
な
い
。「
医
療
技
術
も
デ
バ
イ

ス
も
日
々
、
進
化
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
知

識
・
技
術
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
、
今
の
時

代
に
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
医
療
を
提

供
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安

全
性
を
確
保
し
た
上
で
、
新
し
い
治
療
法
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」
と
齋
藤
は

話
す
。
た
と
え
ば
心
臓
血
管
外
科
で
は
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
ミ
ッ
ク
ス
）
と
呼
ば
れ
る
、
小
さ
な

切
開
傷
に
よ
る
治
療
法
で
僧
帽
弁
形
成
術
を

行
い
、
良
好
な
実
績
を
重
ね
て
い
る
。　

　

そ
ん
な
循
環
器
セ
ン
タ
ー
の
医
師
た
ち
が
楽

2
こ
の
地
域
の
循
環
器

医
療
は
我
々
が
支
え
る
、

と
い
う
気
概
。

CHAPTER

心
肺
停
止
の
状
態
か
ら
無
事
に

心
拍
を
再
開
で
き
て
も
、結
局
意
識
が

戻
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。血
流
が

途
絶
え
た
間
に
脳
が
障
害
を

受
け
る
か
ら
だ
。そ
の
進
行
を

防
ぐ
た
め
に
、同
院
で
は

低
体
温
療
法
に
力
を
注
ぎ
、良
好
な

成
績
を
上
げ
て
い
る
。そ
の
根
底
に
は

「
社
会
復
帰
で
き
て
こ
そ
、

本
当
の
救
命
で
あ
る
」と
い
う

医
師
た
ち
の
熱
い
想
い
が
あ
る
。



●
一
宮
市
立
市
民
病
院
の
新
棟
で
は
、
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
導
入
し
、
専
用
の
手

術
室
も
完
備
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ど
ん
な
治

療
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
、
泌
尿
器
科
・
結

石
破
砕
部
長
の
初
瀬
勝
朗
に
話
を
聞
い
た
。「
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
繊
細
な

手
技
が
可
能
と
な
り
、
血
管
神
経
を
温
存
で
き

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
前
立
腺
が
ん

の
手
術
で
は
、
尿
失
禁
や
性
機
能
障
害
の
回
復

も
早
ま
り
ま
す
。
術
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

を
維
持
す
る
上
で
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
果
た
す
役
割

は
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
」。

●
さ
ら
に
初
瀬
は「
保
険
適
用
の
拡
大（
12
症
例
）

も
追
い
風
」
だ
と
話
す
。「
泌
尿
器
科
で
は
、
ま

ず
は
前
立
腺
が
ん
の
治
療
に
取
り
組
み
、
大
学
病

院
の
指
導
医
を
招
い
て
慎
重
に
実
績
を
積
み
、
ゆ

く
ゆ
く
は
腎
が
ん
や
膀
胱
が
ん
へ
広
げ
て
い
く
計

画
で
す
。
ま
た
、
外
科
、
婦
人
科
も
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

の
研
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
診
療
科
で
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
」（
初
瀬
）。

C
O

L
U

M
N

    　
一
宮
市
立
市
民
病
院
で
は
、
循
環
器
内
科
、

心
臓
血
管
外
科
、
血
管
外
科
の
医
師
た
ち
が

各
々
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
連
携
し
、
シ
ー

ム
レ
ス
で
統
合
的
な
診
療
を
提
供
し
て
い
る
。

　

循
環
器
内
科
が
得
意
と
す
る
の
は
、
血
管

に
カ
テ
ー
テ
ル
（
細
い
管
）
を
挿
入
し
て
行
う

心
血
管
内
治
療
。
心
臓
へ
の
血
流
が
不
足
す

る
虚
血
性
心
疾
患
に
対
し
て
行
う
経
皮
的
冠

動
脈
形
成
術
（
血
管
を
広
げ
る
治
療
）
で
は
、

年
間
４
７
２
例
（
平
成
28
年
）
を
手
が
け
て

お
り
、
県
内
有
数
の
実
績
を
誇
る
。
循
環
器

内
科
医
で
あ
り
、
循
環
器
セ
ン
タ
ー
長
で
も

あ
る
志
水
清
和
は
そ
の
実
績
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
話
す
。「
昼
夜
を
問
わ
ず
多
く
の
患
者

さ
ん
を
診
て
い
る
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た

近
年
は
、
体
の
負
担
が
少
な
い
血
管
内
治
療

が
主
流
で
す
が
、
私
た
ち
は〈
無
理
し
て
行
わ

な
い
〉こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
安
全
と
生
活
の
質
を
第
一
に
考
え
、
難

し
い
症
例
は
心
臓
血
管
外
科
に
任
せ
て
い
ま

す
」。

　

循
環
器
内
科
か
ら
治
療
の
バ
ト
ン
を
受
け

取
る
心
臓
血
管
外
科
は
、
６
名
の
医
師
を
擁

す
る
充
実
の
構
成
。
虚
血
性
心
疾
患
の
ほ
か
、

心
臓
の
弁
が
う
ま
く
動
か
な
い
心
臓
弁
膜
症

や
、
胸
部
の
大
動
脈
疾
患
（
血
管
の
詰
ま
り
、

破
裂
な
ど
）
に
対
応
。
一
刻
を
争
う
緊
急
手

術
を
含
め
、
年
間
１
０
０
件
以
上
の
手
術
実

績
を
重
ね
て
お
り
、
良
好
な
結
果
を
維
持
し

て
い
る
。「
体
外
循
環
（
人
工
心
肺
）
を
使

用
す
る
心
臓
手
術
は
、
常
に
予
期
せ
ぬ
こ
と

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
危
機

を
ク
リ
ア
で
き
る
の
は
、
長
年
同
じ
チ
ー
ム
で

積
み
上
げ
て
き
た
経
験
が
あ
る
か
ら
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
」
と
、
心
臓
血
管
外
科
・
部

長
の
齋
藤
俊
英
は
語
る
。

　

心
臓
血
管
外
科
が
心
臓
大
血
管
手
術
に
専

念
す
る
の
に
対
し
、
心
臓
・
脳
以
外
の
血
管

疾
患
全
般
に
対
応
す
る
の
が
血
管
外
科
で
あ

る
。
血
管
外
科
の
特
徴
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
用

い
て
人
工
血
管
を
装
着
す
る〈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
内
挿
術
〉に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
。「
ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
は
切
開
術
に
比
べ
、

体
へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
の
が
利
点
。
胸

部
・
腹
部
の
動
脈
瘤
に
対
し
て
、
積
極
的
に

適
用
し
て
い
ま
す
」
と
、
血
管
外
科
・
医
長

の
森
前
博
文
は
話
す
。
と
く
に
胸
部
の
ス
テ

ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
で
は
、
心
臓
血
管
外

科
医
と
一
緒
に
手
術
室
に
入
る
。「
万
一
の
場

合
、
即
座
に
心
臓
血
管
外
科
医
に
よ
る
開
胸

手
術
へ
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
足
の
動
脈
硬
化

に
対
す
る
治
療
で
は
循
環
器
内
科
医
と
一
緒

に
な
っ
て
、
よ
り
良
い
治
療
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
循
環
器
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
連
携
プ

レ
ー
が
我
々
の
強
み
で
す
ね
」と
森
前
は
言
う
。

循
環
器
内
科
、心
臓
血
管
外
科
、

血
管
外
科
が
一
つ
に
な
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
循
環
器
疾
患
に
対
応
。

地
域
は
も
ち
ろ
ん
、遠
方
か
ら
も
重
症
患
者
が
訪
れ
る
と
い
う
、一
宮
市
立
市
民
病
院
の
循
環
器
セ
ン
タ
ー

（
循
環
器
内
科・心
臓
血
管
外
科・血
管
外
科
）。愛
知
県
立
循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
時
代（
※
）か
ら
の
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、常
に
半
歩
先
を
見
据
え
て
診
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
挑
む
。そ
こ
に
は
、専
門
医
た
ち
の
誇
り
と
情
熱
が
あ
っ
た
。

※
平
成
22
年
、一
宮
市
立
市
民
病
院
と
愛
知
県
立
循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
た
。

1
多
種
多
様
な

循
環
器
疾
患
に
、

１
０
０
％
応
え
る
。
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志
水
セ
ン
タ
ー
長
が
治
療
法
選
択
の

基
本
に
据
え
る
の
は
、

リ
ス
ク
ベ
ネ
フ
ィッ
ト
と
い
う
考
え
方

だ
と
い
う
。「
得
ら
れ
る
ベ
ネ
フ
ィッ
ト

（
利
益
）に
、ど
の
程
度
の
リ
ス
ク
を

払
う
の
か
、と
い
う
見
極
め
が
大
切
。

命
を
救
う
だ
け
で
な
く
、生
活
の
質
を

上
げ
る
と
い
う
視
点
も
加
え
、

み
ん
な
で
納
得
い
く
ま
で

議
論
を
し
て
治
療
法
を

選
択
し
て
い
ま
す
」（
志
水
）。

病
院
を

知
ろ
う

plus+



●
一
宮
市
立
市
民
病
院
の
新
棟
で
は
、
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
導
入
し
、
専
用
の
手

術
室
も
完
備
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ど
ん
な
治

療
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
、
泌
尿
器
科
・
結

石
破
砕
部
長
の
初
瀬
勝
朗
に
話
を
聞
い
た
。「
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
繊
細
な

手
技
が
可
能
と
な
り
、
血
管
神
経
を
温
存
で
き

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
前
立
腺
が
ん

の
手
術
で
は
、
尿
失
禁
や
性
機
能
障
害
の
回
復

も
早
ま
り
ま
す
。
術
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

を
維
持
す
る
上
で
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
果
た
す
役
割

は
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
」。

●
さ
ら
に
初
瀬
は「
保
険
適
用
の
拡
大（
12
症
例
）

も
追
い
風
」
だ
と
話
す
。「
泌
尿
器
科
で
は
、
ま

ず
は
前
立
腺
が
ん
の
治
療
に
取
り
組
み
、
大
学
病

院
の
指
導
医
を
招
い
て
慎
重
に
実
績
を
積
み
、
ゆ

く
ゆ
く
は
腎
が
ん
や
膀
胱
が
ん
へ
広
げ
て
い
く
計

画
で
す
。
ま
た
、
外
科
、
婦
人
科
も
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

の
研
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
診
療
科
で
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
」（
初
瀬
）。

C
O

L
U

M
N

    　
一
宮
市
立
市
民
病
院
で
は
、
循
環
器
内
科
、

心
臓
血
管
外
科
、
血
管
外
科
の
医
師
た
ち
が

各
々
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
連
携
し
、
シ
ー

ム
レ
ス
で
統
合
的
な
診
療
を
提
供
し
て
い
る
。

　

循
環
器
内
科
が
得
意
と
す
る
の
は
、
血
管

に
カ
テ
ー
テ
ル
（
細
い
管
）
を
挿
入
し
て
行
う

心
血
管
内
治
療
。
心
臓
へ
の
血
流
が
不
足
す

る
虚
血
性
心
疾
患
に
対
し
て
行
う
経
皮
的
冠

動
脈
形
成
術
（
血
管
を
広
げ
る
治
療
）
で
は
、

年
間
４
７
２
例
（
平
成
28
年
）
を
手
が
け
て

お
り
、
県
内
有
数
の
実
績
を
誇
る
。
循
環
器

内
科
医
で
あ
り
、
循
環
器
セ
ン
タ
ー
長
で
も

あ
る
志
水
清
和
は
そ
の
実
績
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
話
す
。「
昼
夜
を
問
わ
ず
多
く
の
患
者

さ
ん
を
診
て
い
る
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た

近
年
は
、
体
の
負
担
が
少
な
い
血
管
内
治
療

が
主
流
で
す
が
、
私
た
ち
は〈
無
理
し
て
行
わ

な
い
〉こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
安
全
と
生
活
の
質
を
第
一
に
考
え
、
難

し
い
症
例
は
心
臓
血
管
外
科
に
任
せ
て
い
ま

す
」。

　

循
環
器
内
科
か
ら
治
療
の
バ
ト
ン
を
受
け

取
る
心
臓
血
管
外
科
は
、
６
名
の
医
師
を
擁

す
る
充
実
の
構
成
。
虚
血
性
心
疾
患
の
ほ
か
、

心
臓
の
弁
が
う
ま
く
動
か
な
い
心
臓
弁
膜
症

や
、
胸
部
の
大
動
脈
疾
患
（
血
管
の
詰
ま
り
、

破
裂
な
ど
）
に
対
応
。
一
刻
を
争
う
緊
急
手

術
を
含
め
、
年
間
１
０
０
件
以
上
の
手
術
実

績
を
重
ね
て
お
り
、
良
好
な
結
果
を
維
持
し

て
い
る
。「
体
外
循
環
（
人
工
心
肺
）
を
使

用
す
る
心
臓
手
術
は
、
常
に
予
期
せ
ぬ
こ
と

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
危
機

を
ク
リ
ア
で
き
る
の
は
、
長
年
同
じ
チ
ー
ム
で

積
み
上
げ
て
き
た
経
験
が
あ
る
か
ら
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
」
と
、
心
臓
血
管
外
科
・
部

長
の
齋
藤
俊
英
は
語
る
。

　

心
臓
血
管
外
科
が
心
臓
大
血
管
手
術
に
専

念
す
る
の
に
対
し
、
心
臓
・
脳
以
外
の
血
管

疾
患
全
般
に
対
応
す
る
の
が
血
管
外
科
で
あ

る
。
血
管
外
科
の
特
徴
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
用

い
て
人
工
血
管
を
装
着
す
る〈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
内
挿
術
〉に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
。「
ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
は
切
開
術
に
比
べ
、

体
へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
の
が
利
点
。
胸

部
・
腹
部
の
動
脈
瘤
に
対
し
て
、
積
極
的
に

適
用
し
て
い
ま
す
」
と
、
血
管
外
科
・
医
長

の
森
前
博
文
は
話
す
。
と
く
に
胸
部
の
ス
テ

ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
で
は
、
心
臓
血
管
外

科
医
と
一
緒
に
手
術
室
に
入
る
。「
万
一
の
場

合
、
即
座
に
心
臓
血
管
外
科
医
に
よ
る
開
胸

手
術
へ
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
足
の
動
脈
硬
化

に
対
す
る
治
療
で
は
循
環
器
内
科
医
と
一
緒

に
な
っ
て
、
よ
り
良
い
治
療
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
循
環
器
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
連
携
プ

レ
ー
が
我
々
の
強
み
で
す
ね
」と
森
前
は
言
う
。

循
環
器
内
科
、心
臓
血
管
外
科
、

血
管
外
科
が
一
つ
に
な
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
循
環
器
疾
患
に
対
応
。

地
域
は
も
ち
ろ
ん
、遠
方
か
ら
も
重
症
患
者
が
訪
れ
る
と
い
う
、一
宮
市
立
市
民
病
院
の
循
環
器
セ
ン
タ
ー

（
循
環
器
内
科・心
臓
血
管
外
科・血
管
外
科
）。愛
知
県
立
循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
時
代（
※
）か
ら
の
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、常
に
半
歩
先
を
見
据
え
て
診
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
挑
む
。そ
こ
に
は
、専
門
医
た
ち
の
誇
り
と
情
熱
が
あ
っ
た
。

※
平
成
22
年
、一
宮
市
立
市
民
病
院
と
愛
知
県
立
循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
た
。

1
多
種
多
様
な

循
環
器
疾
患
に
、

１
０
０
％
応
え
る
。

CHAPTER

志
水
セ
ン
タ
ー
長
が
治
療
法
選
択
の

基
本
に
据
え
る
の
は
、

リ
ス
ク
ベ
ネ
フ
ィッ
ト
と
い
う
考
え
方

だ
と
い
う
。「
得
ら
れ
る
ベ
ネ
フ
ィッ
ト

（
利
益
）に
、ど
の
程
度
の
リ
ス
ク
を

払
う
の
か
、と
い
う
見
極
め
が
大
切
。

命
を
救
う
だ
け
で
な
く
、生
活
の
質
を

上
げ
る
と
い
う
視
点
も
加
え
、

み
ん
な
で
納
得
い
く
ま
で

議
論
を
し
て
治
療
法
を

選
択
し
て
い
ま
す
」（
志
水
）。

病
院
を

知
ろ
う

plus+



し
み
に
し
て
い
る
の
が
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
す

る
新
棟
だ
。
こ
こ
で
は
、
手
術
室
や
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
室
が
新
設
さ
れ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
（
手
術
室
と
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
室

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
空
間
）
も
開
設
さ
れ

る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
は
、
高
性
能
な

Ｘ
線
撮
影
装
置
に
よ
り
、
難
易
度
の
高
い
ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ゆ
く
ゆ
く
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
活
用
し
て
、
心
臓
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弁
膜
症
に
対
す
る
低
侵
襲
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
を
行
う
計
画
も
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
さ

ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て
い
る
。「
心
臓
移
植

以
外
は
す
べ
て
引
き
受
け
、
最
善
の
医
療
を

提
供
で
き
る
。
そ
ん
な
循
環
器
セ
ン
タ
ー
に

成
長
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」。
志
水
は
力
強

い
口
調
で
抱
負
を
語
っ
た
。

●
循
環
器
診
療
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
多
様
な

循
環
器
疾
患
に
対
応
し
て
い
る
一
宮
市
立
市
民
病

院
の
循
環
器
セ
ン
タ
ー
。
同
セ
ン
タ
ー
の
医
師
た

ち
が
め
ざ
す
の
は
、
決
し
て
無
謀
な
リ
ス
ク
に
挑

む
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
医
療
を
安
全
確
実
に
提
供
す
る
こ
と
を
志

向
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
治
療
実
績
は
県
内
有

数
で
あ
り
、
手
術
の
成
績
は
高
い
。

●
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
医
師
た
ち
は

現
状
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
医
療
の

世
界
は
日
進
月
歩
で
進
ん
で
い
る
。
常
に
最
先

端
の
知
識
・
技
術
を
吸
収
し
、
日
夜
、
診
療
レ

ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、〈
今
の
時

代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
医
療
〉を
維
持
で
き
て
い
る

の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
は
、
地
域
の
循

環
器
医
療
を
背
負
っ
て
立
つ
と
い
う
医
師
や
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
高
い
志
が
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー

が
地
域
の
人
た
ち
か
ら
圧
倒
的
な
信
頼
感
を
得
て

い
る
理
由
は
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

病
院
を

知
ろ
う

plus+
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地
域
で
発
症
す
る
循
環
器
疾
患
に

安
全
確
実
に
対
応
す
る
責
務
。

BACK
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同
院
の
循
環
器
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
は
、
旧
・

愛
知
県
立
循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
か
ら

始
ま
る
。「
長
年
に
わ
た
り
、
諸
先
輩
方
が

積
み
上
げ
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、〈
循

環
器
内
科
医
が
24
時
間
３
６
５
日
常
駐
す
る

救
急
体
制
〉も
そ
の
一
つ
で
す
。
循
環
器
疾

患
の
多
く
は
時
間
と
の
闘
い
で
す
か
ら
、
院

外
か
ら
駆
け
つ
け
た
の
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

常
に
専
門
医
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
救
え
る
命
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
医
師
の
負
担
は
増
え

ま
す
が
、〈
こ
の
地
域
の
循
環
器
医
療
は
我
々

が
支
え
る
ん
だ
〉と
い
う
気
概
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
、
志
水
は
語
る
。
そ
の

気
概
と
誇
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
志
水
た
ち

は
常
に
半
歩
先
を
見
つ
め
、
診
療
レ
ベ
ル
の
向

上
に
も
余
念
が
な
い
。「
医
療
技
術
も
デ
バ
イ

ス
も
日
々
、
進
化
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
知

識
・
技
術
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
、
今
の
時

代
に
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
医
療
を
提

供
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安

全
性
を
確
保
し
た
上
で
、
新
し
い
治
療
法
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」
と
齋
藤
は

話
す
。
た
と
え
ば
心
臓
血
管
外
科
で
は
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
ミ
ッ
ク
ス
）
と
呼
ば
れ
る
、
小
さ
な

切
開
傷
に
よ
る
治
療
法
で
僧
帽
弁
形
成
術
を

行
い
、
良
好
な
実
績
を
重
ね
て
い
る
。　

　

そ
ん
な
循
環
器
セ
ン
タ
ー
の
医
師
た
ち
が
楽

2
こ
の
地
域
の
循
環
器

医
療
は
我
々
が
支
え
る
、

と
い
う
気
概
。

CHAPTER

心
肺
停
止
の
状
態
か
ら
無
事
に

心
拍
を
再
開
で
き
て
も
、結
局
意
識
が

戻
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。血
流
が

途
絶
え
た
間
に
脳
が
障
害
を

受
け
る
か
ら
だ
。そ
の
進
行
を

防
ぐ
た
め
に
、同
院
で
は

低
体
温
療
法
に
力
を
注
ぎ
、良
好
な

成
績
を
上
げ
て
い
る
。そ
の
根
底
に
は

「
社
会
復
帰
で
き
て
こ
そ
、

本
当
の
救
命
で
あ
る
」と
い
う

医
師
た
ち
の
熱
い
想
い
が
あ
る
。


